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フランスの植民地時代のアルジェリ
ア： 

「世界は二つでした。すべての 
世界は二つで、いつでも初めに 
二つありました。多くの二つの 
世界がありました。」 

（

）





「フランス人のコーラスが一つの
声となって、アラブ人は不潔で怠
惰で盗人で役立たずだと言い放っ
ていました。」 



 

 

 



 

 

 

 

 

 



「もし私たちの内的世界が一つ
の自我と一つの性に限定される
なら、それは何と退屈な作品で
あり、 
何と不毛なことか。」 



「子供は他者ですが､暴
力のない他者､破滅や闘
争を経ることのない他者
なのです。」 



　「女性は、彼、彼女たち、彼らのなかに、束の間、熱
烈に滞まります。（略）それから彼女は、この短い一心同
体の抱擁に浸されたあとで、もっと遠くへ、無限へと過ぎ
去ります。彼女のみがあえて内部から知ろうとするし、知
ることを欲しもします。(略)彼女は、複数の存在になれる
ことに混乱や驚異を感じたとしても、自分が未知の女性
たちになっていることにふと気づくと逆らわず、変質でき
る自分の才能を楽しむのです。私は歌を歌う空間的「肉」
であって、その肉の上に、どの私だか誰も分からない（男
性か女性かの）私、多かれ少なかれ人間的だけれど、変
身しつつあるゆえにまずは生き生きとしている私を 
つなぎ合わせるのです。」 

(
）　



「自我の重みを捨てるのであって、 

［略］ 
＜まったくの別人＞になるのではない。
［略］私は他者ではないが他者を感じ
る場である。［略］私は別人であると
同時に、 
私の＜その別人ではないこと＞を保持 
しているのだ。 ［略］私たちは、自分
が変容させられるおそれがあるのを
知っている 
人の幸福な感動を持って、「劇場」に
行くのである。」  



Amour Autre  

Amour  Autre



 

 

 

 



「戯曲の作者であることは、（略）私自身の存在
を解体します。乱暴なやり方で解体します。書いて
いるとき、私はいつも近親者たちに、夜私に近づ
いてはいけない、私は狂女のようだからと言いま
す。私は失われて 
います。（略）この作用、同一化の作用が、私を 
私自身と同一化させず、しかもそれが非常に強烈
なので、夜がやってくると、私は本当に我を忘れて
います。（略）私はすべての他者であって、私では
ありません。」 



　incarnation（＝具現、具象化）と呼
ぶことが可能なら、さまざまな人物に
なることはré-incarnationと呼べるで
しょう。
　Ré とは「再び」という反復、繰り返
しの意味です。incarnation を繰り返す
ということです。
　réincarnationとはフランス語で輪廻
転生を意味する言葉でもあります。 
　生きたまま輪廻転生を繰り返すこと
によって自己超越しよう



 

 

 



文部省の 国体の本義 ：
西洋の「分ける」文化を批判し、
「国民帰一」ということを謳って
います。  



 

 

 



It is fine. Il fait beau.  

It is  o’clock. Il est  

heures. 



 

 

 

 

I am hungry. 

We are hungry. 

 



腹減ったなあ、お腹すいたね
え。 

I am hungry.  How about 
you? と訳す。 

　日本語では一つの文章が、 
英語では異なる2つの主語の 
2つの文章に訳されています。 
　一つの文章には訳せない。



 

 



 

liberté, égalité, fraternité 

fraternité brotherhood  

 

 

 

sisterhood
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     Who will I be when I die? 
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personnes âgées dépendantes  
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誰もが誰からも愚弄されることなく、屈辱感
を抱くことなく、人から尊重されて生きたい
と思っています。すべてのひとが自立的・自律
的に、かつ他者からは敬意をもたれながら
一生、普通に生活できるような社会制度設計
を行ってほしいのです。 



 

 


